
語
り
継
ぐ 

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
』 

 

今
回
は
「
語
り
部
」
の
皆
さ
ん
に
、
一
九
六
四
年
に
日
本
で 

初
め
て
開
催
さ
れ
た
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク 

に
つ
い
て
語
っ
て
頂
き
ま
し
た
。 

  

「
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
一
九
六
四
年
十
月
十
日
快
晴
」 

高 

橋 

邦 

子 

 

 

「
世
界
は
一
つ
」
を
合
言
葉
に
、
敗
戦
国
日
本
が
晴
れ
が

ま
し
く
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
の
朝
を
迎
え
ま
し
た
。
一
万
二

千
個
の
風
船
が
放
た
れ
、自
衛
隊
の
航
空
機
が
頭
上
を
飛
び
、

青
空
に
煙
で
五
輪
を
描
き
、
国
民
の
九
割
が
テ
レ
ビ
観
戦
、

経
済
成
長
率
Ｇ
Ｄ
Ｐ
を
上
げ
る
シ
ン
ボ
ル
電
化
製
品
、
都
知

事
は
東
龍
太
郎
、
東
京
都
は
数
千
億
円
の
新
幹
線
投
資
、
下

水
道
の
刷
新
、
四
十
キ
ロ
の
地
下
鉄
敷
設
、
百
キ
ロ
の
高
速

道
路
、
羽
田
空
港
と
都
心
部
二
十
一
キ
ロ
の
モ
ノ
レ
ー
ル
、

丹
下
健
三
設
計
国
立
第
一
体
育
館
、
計
器
は
オ
メ
ガ
か
ら
セ

イ
コ
ー
へ
、
国
立
競
技
場
の
階
段
を
聖
火
を
掲
げ
聖
火
台
に

昇
っ
て
行
く
ラ
ン
ナ
ー
坂
井
義
則
選
手―

 

一
九
四
五
年
八

月
六
日
エ
ノ
ラ
・
ゲ
イ
が
広
島
に
原
爆
投
下―

そ
の
日
に
生

ま
れ
た
彼
が
聖
火
台
に
火
を
灯
し
た
。 

前
回
の
ロ
ー
マ
大
会
の
際
は
殆
ど
ビ
デ
オ
テ
ー
プ
と
フ

イ
ル
ム
に
収
め
た
も
の
を
日
本
に
空
輸
し
て
放
送
さ
れ
た
が
、

今
回
は
テ
レ
ビ
視
聴
し
た
人
が
国
民
の
延
べ
97
．
3
％
、

最
も
高
か
っ
た
の
は
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
85
％
で
し
た
。
既

に
東
洋
の
魔
女
と
し
て
恐
れ
ら
れ
た
日
紡
貝
塚
の
選
手
は
、

午
前
中
働
き
、
午
後
は
鬼
の
大
松
監
督
指
導
の
も
と
深
夜
ま

で
練
習
、
一
九
六
二
年
の
世
界
選
手
権
で
ソ
連
チ
ー
ム
を
相

手
に
優
勝
し
た
の
に
引
き
続
い
て
の
快
挙
だ
っ
た
。 

ア
メ
リ
カ
は
三
十
六
個
の
金
メ
ダ
ル
、 

短
距
離
ボ
ブ
・
ヘ
イ
ズ
百
メ
ー
ト
ル
を 

十
秒
切
る
、
ボ
ク
シ
ン
グ
の
ジ
ョ
ー
・
フ
レ
ー
ジ
ャ
ー
、 

水
泳
の
ド
ン
・
シ
ョ
ラ
ン
ダ―

は
四
つ
の
金
メ
ダ
ル
を
獲
得
、

嘉
納
治
五
郎
の
日
本
柔
道
は
、
神
永
昭
夫
対
オ
ラ
ン
ダ
の
へ

ー
シ
ン
ク
戦
で
、
日
本
柔
道
は
敗
退
に
終 

わ
る
。
マ
ラ
ソ
ン
、
素
足
の
ラ
ン
ナ
ー
エ
チ
オ
ピ
ア
の
ア
ベ

ベ
が
優
勝
（
晩
年
は
交
通
事
故
で
車
椅
子
に
）
し
、
日
本
の

円
谷
幸
吉
は
三
位
（
日
本
国
民
に
言
い
訳
の
出
来
な
い
失
敗

を
し
た
、
次
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
日
の
丸
を
揚
げ
る
こ
と
で

名
誉
挽
回
を
し
な
け
れ
ば
と
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
し
た
が
慢
性
腰

痛
を
抱
え
、
一
九
六
八
年
自
殺
）
。 

閉
会
式
は
想
定
外
の
生
中
継
で
実
況
は
土
門
ア
ナ
、
四
千

百
人
の
選
手
が
、
国
境
を
越
え
宗
教
を
越
え
た
美
し
い
姿
が

あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
美
し
い
姿
を
見
た
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
。
心
の
鼓
動
を
言
葉
に
。 

   

「
一
九
六
四
年
第
十
八
回
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
思
い
出
」 

中 

嶋 

弘 

  

「
本
日
の
主
役
は
こ
の
晴
天
で
す
。
」
開
口
一
番
Ｎ
Ｈ
Ｋ

の
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
の
言
葉
で
す
。
運
動
嫌
い
の
私
は
、
あ
ま

り
覚
え
て
い
な
い
の
で
す
が
、
市
川
昆
監
督
の
ポ
ス
タ
ー
、

陸
上
の
短
距
離
の
ス
タ
ー
ト
直
後
の
迫
力
あ
る
映
像
が
忘
れ

ら
れ
ま
せ
ん
。 

 

同
年
の
年
末
に
、
勤
務
先
の
貿
易
会
社
を
退
職
す
る
予
定

で
し
た
の
で
、
事
務
の
引
継
ぎ
や
ら
何
や
ら
で
、
と
て
も
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
ど
こ
ろ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。 

 

外
務
省
の
方
が
、
小
学
生
の
教
科
書
を
片
手
に
招
致
の
ス

ピ
ー
チ
を
し
ま
し
た
。
新
橋
の
第
一
京
浜
国
道
の
そ
ば
に
住

ん
で
い
ま
し
た
が
、
道
路
工
事
の
埃
の
た
め
か
、
次
男
が
気

管
支
喘
息
に
な
り
、
大
人
に
な
っ
て
も
ま
だ
治
り
ま
せ
ん
。 

 

日
本
の
鉄
道
は
イ
ギ
リ
ス
を
模
範
に
し
た
た
め
、
一
・
０

六
七
メ
ー
ト
ル
の
狭
軌
で
ス
ピ
ー
ド
が
出
せ
ま
せ
ん
。
そ
こ

で
新
幹
線
は
世
界
標
準
の
一
・
四
三
五 

メ
ー
ト
ル
に
し
て
ス
ピ
ー
ド
が
出
せ
る 

よ
う
に
し
ま
し
た
。 

爾
後
世
界
各
国
で
鉄
道
輸
送
が
見
直 

さ
れ
、
フ
ラ
ン
ス
の
Ｔ
Ｇ
Ｖ
や
各
国
で 

超
特
急
列
車
が
走
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

の
置
土
産
と
云
っ
て
も
過
言
で
は
無
い
と
思
い
ま
す
。 

   

「
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
思
う
」 

中 

嶋 

房 

子 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

昭
和
三
十
三
年
に
私
共
は
結
婚
致
し
、
東
新
橋
一
丁
目
一

番
十
一
号
に
住
ん
で
お
り
ま
し
た
。
新
橋
駅
と
汐
留
駅
の
中

間
で
、
二
十
四
時
間
、
車
の
通
行
の
激
し
い
所
、
二
人
の
男

子
の
育
児
、
老
い
た
祖
父
母
の
介
護
等
と
忙
し
い
日
々
で
し

た
。
都
営
浅
草
線
地
下
鉄
の
工
事
（
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
目
が

け
て
）
新
幹
線
ひ
か
り
、
こ
だ
ま
号
に
東
京
は
モ
ー
レ
ツ
発

展
に
涌
い
て
お
り
ま
し
た
。
そ
ん
な
時
、
老
い
た
父
が 

〝
ふ
と
〟
戦
前
の
ま
ぼ
ろ
し
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
話
を
し

て
く
れ
ま
し
た
。
父
は
、
新
し
い
こ
と
が
大
好
き
で
、
家
族

で
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
見
に
行
こ
う
と
券
を
注
文
し
た
と
の

事
で
し
た
。 

当
時
、
宝
塚
劇
場
で
の
高
峰
秀
子
、
エ
ノ
ケ
ン
出
演
の
ミ

ュ
ー
ジ
カ
ル
桃
太
郎
等
、
新
し
い
楽
し
い
戦
前
の
平
和
な
良

き
時
代
を
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。
桜
田
小
学
校
高
学
年
の
兄

が
、
天
覧
試
合
に
選
ば
れ
た
事
な
ど
懐
か
し
そ
う
に
・
・
・
。

〝
昭
和
十
六
年
十
二
月
八
日
の
開
戦
〟
ま
ぼ
ろ
し
の
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
と
な
り
ま
し
た
。
（
昭
和
十
五
年
東
京
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
返
上
） 

 

昭
和
三
十
九
年
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
日
本
の
復
興
と
平

行
し
て
い
て
、
文
部
省
か
ら
特
別
に
学
校
の
体
育
強
化
指
導

等
は
な
か
っ
た
と
の
事
、
中
学
体
育
教
員
の
友
達
は
、
話
し

て
く
れ
ま
し
た
。
体
育
に
関
す
る
価
値
観
が
、
現
在
よ
り
低

か
っ
た
よ
う
に
思
え
ま
す
。 

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
始
ま
り
、 

テ
レ
ビ
で
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、 

水
泳
、
マ
ラ
ソ
ン
等
中
継
に 

沸
い
た
日
々
で
し
た
。 

そ
の
ニ
ュ
ー
ス
の
中
で
、 

若
い
皇
太
子
ご
夫
妻
が
、 

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
会
式
や 

競
技
場
で
の
観
覧
等
の
お
姿
が 

心
に
残
っ
て
お
り
ま
す
。
当
事
、 

「
な
る
ち
ゃ
ん
憲
法
」
と
か
、 

皇
室
も
新
し
い
育
児
に
変
わ
り
話
題
に
な
り
ま
し
た
。 

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
積
極
的
、
協
力
的
と
の
ニ
ュ
ー
ス
に

時
代
の
変
化
を
感
じ
、
明
る
い
希
望
、
開
か
れ
た
日
本
に
思

え
ま
し
た
。 

 

「
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
頃
、
そ
し
て
今
」 池 

田 

林 

太 

郎 

  

そ
の
時
、
赤
い
ブ
レ
ザ
ー
を
着
て
堂
々
と
行
進
す
る
日
本

選
手
団
、
青
空
に
白
く
画
か
れ
た
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
マ
ー
ク
を

見
て
、
私
は
戦
後
の
復
興
ぶ
り
を
実
感
し
、
誇
り
と
自
信
を

あ
た
え
ら
れ
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
体
操
の
遠
藤
選
手
、
重
量
挙
げ
の
三
宅
選
手
の
金

メ
ダ
ル
等
々
、
そ
れ
に
、
女
子
バ
レ
ー
の
ソ
連
と
の
決
勝
戦

に
は
テ
レ
ビ
に
釘
付
け
に
な
り
熱
狂
し
た
も
の
で
す
。 

 

一
方
、
銀
座
を
取
り
囲
む
川
は 

埋
め
立
て
ら
れ
て
高
速
道
路
と
な
り
、 

古
い
建
物
は
壊
さ
れ
て
近
代
的
な 

ビ
ル
に
衣
替
え
し
ま
し
た
。 

直
前
に
は
、
東
京
～
新
大
阪
を 

四
時
間
で
結
ぶ
新
幹
線
が
開
通 

し
ま
し
た
。 

 

そ
の
頃
、
私
は
大
阪
の
女
性(

妻)

と
の
縁
が
あ
り
、
寝
台
列

車
「
明
星
」
を
活
用
し
デ
ー
ト
を
し
て
い
た
の
で
便
利
に
な

り
嬉
し
く
思
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
東
京
の
歴
史
的
な
情
緒

は
徐
々
に
失
わ
れ
、
小
さ
な
ボ
ー
ト
で
都
内
の
河
川
を
巡
れ

る
楽
し
み
は
無
く
な
り
ま
し
た
。 

当
時
、
鬼
の
大
松
と
い
わ
れ
た
大
松
監
督
の
「
俺
に
つ
い

て
こ
い
」
が
流
行
語
と
な
る
と
共
に
、
そ
れ
が
社
内
研
修
の

「
地
獄
の
特
訓
」
を
企
画
す
る
原
因
の
一
つ
と
な
り
、
モ
ー

レ
ツ
社
員
を
多
く
生
み
出
し
ま
し
た
。
私
も
そ
の
一
人
で
あ

り
、
地
元
の
町
と
家
庭
を
顧
み
る
こ
と
が
少
な
か
っ
た
人
生

を
反
省
し
、
退
職
後
は
町
会
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
妻
と
の
時

間
を
大
切
に
す
る
よ
う
に
と
心
掛
け
て
い
る
今
日
こ
の
頃
で

す
。 

   

「.

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク..

１
９
６
４
」 

井 

上 

繁 

 

一
九
六
四
年
（
昭
和
三
十
九
年
）
十
月
十
日
、
日
本
の
全

国
民
が
待
ち
に
待
っ
た
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
、

そ
の
模
様
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
か
ら
カ
ラ
ー
テ
レ
ビ
で
放
映
さ
れ
ま
し

た
。
当
時
普
通
の
家
庭
に
あ
っ
た
の
は
白
黒
テ
レ
ビ
で
、
カ

ラ
ー
テ
レ
ビ
を
持
っ
て
い
る
家
は
殆
ど
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

当
然
我
が
家
も
白
黒
テ
レ
ビ
。 

 

家
の
す
ぐ
近
く
に
某
家
電
メ
ー
カ
ー
の
シ
ョ
ー
ル
ー
ム
が

あ
り
、そ
こ
に
展
示
さ
れ
て
い
た
カ
ラ
ー
テ
レ
ビ
受
像
機
で
、

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
会
式
を
受
像
公
開
す
る
こ
と
が
予
告
さ
れ

て
い
ま
し
た
。
私
は
、
開
会
式
の
時
間
よ
り
早
め
に
そ
こ
へ

出
か
け
て
行
っ
た
の
で
し
た
が
、
既
に
多
く
の
人
が
来
て
い
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ま
し
た
。
程
な
く
し
て
、
放
送
が
始
ま
る
。
見
に
来
て
い
る

人
は
テ
レ
ビ
の
画
面
を
食
い
つ
く
よ
う
に
見
入
っ
て
い
る
。

点
火
台
へ
の
聖
火
の
点
火
や
、
各
国
選
手
団
の
入
場
行
進
、

ど
の
場
面
も
さ
す
が
カ
ラ
ー
、
白
黒
と
は
迫
力
が
違
う
。 

セ
レ
モ
ニ
ー
が
終
わ
り
に
差
し
掛
か
っ
た
頃
、
画
面
に
映
し

出
さ
れ
た
の
は
自
衛
隊
機
に
よ
る
空
中
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ

ョ
ン
。
五
機
そ
れ
ぞ
れ
が
色
の
違
う
煙
を
吐
き
出
し
、
空
中

に
五
輪
の
マ
ー
ク
を
描
き
始
め
た
の
だ
。
「
外
へ
出
れ
ば
じ

か
に
見
れ
る
か
も
」
と
言
っ
た
人
が
い
て
、 

そ
の
声
を
き
っ
か
け
に
、
殆
ど
の
人
が 

外
へ
出
た
。
無
論
私
も
。
そ
し
て
空
を 

見
上
げ
る
と
、
見
事
な
五
色
の
輪
が 

描
か
れ
つ
つ
あ
っ
た
。 

私
の
前
回
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の 

中
で
、
今
も
な
お
は
っ
き
り
記
憶
に 

残
っ
て
い
る
の
は
、
ど
こ
ま
で
も
澄
ん
だ 

青
空
を
バ
ッ
ク
に
、
見
事
に
描
か
れ
た
五
輪
の
マ
ー
ク
で
あ

る
。 

   

「
一
九
六
四
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
思
い
出
」 

細 

矢 

隆 

久 

 

戦
争
に
負
け
て
ド
イ
ツ
と
共
に
ロ
ン
ド
ン
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
に
参
加
さ
せ
て
も
ら
え
な
か
っ
た
日
本
が
、
懸
命
に
国
力

を
回
復
し
て
念
願
の
東
京
で
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
る

事
こ
ん
な
に
嬉
し
く
事
は
思
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。 

 

ブ
ル
ー
イ
ン
パ
ル
ス
が
描
く
五
輪
の
輪
、
坂
井
選
手
の
聖

火
台
で
の
点
火
、
重
量
挙
げ
の
三
宅
選
手
、 

東
洋
の
魔
女
達
の
金
メ
ダ
ル
ポ
イ
ン
ト
、 

マ
ラ
ソ
ン
の
ア
ベ
ベ
、
円
谷
選
手
、 

負
け
る
は
ず
が
な
い
と
思
っ
て
い
た 

柔
道
の
神
永
選
手
の
ま
さ
か
の
敗
戦
等 

あ
っ
と
言
う
間
の
十
五
日
間
で
し
た
。 

数
多
く
の
感
動
を
味
わ
い
ま
し
た
が
、
そ
の
中
で
も
一
番
は

閉
会
式
の
選
手
の
入
場
行
進
で
し
た
。 

ラ
グ
ビ
ー
の
ノ
ー
サ
イ
ド
の
よ
う
に
国
も
人
種
も
無
く
、

み
ん
な
が
一
人
一
人
の
ア
ス
リ
ー
ト
と
し
て
肩
を
組
み
手
を

取
り
合
っ
て
、
嬉
し
そ
う
に
ス
タ
ン
ド
の
観
衆
に
手
を
振
っ

て
行
進
し
て
行
く
様
は
、
よ
う
や
く
日
本
が
世
界
に
認
め
ら

れ
、
日
本
の
戦
後
が
終
わ
り
に
近
づ
い
て
来
た
の
だ
と
思
っ

た
も
の
で
す
。 

 

あ
れ
か
ら
五
四
年
が
た
っ
て
、
も
う
一
度
東
京
で
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
の
大
会
が
見
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
、
長
生
き
し
て

来
て
本
当
に
良
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。 

日
本
選
手
団
の
健
闘
を
心
か
ら
願
っ
て
お
り
ま
す
。 

 

「
私
の
青
春 

心
に
残
る
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
」 

山 

口 

和 

良 

 

 

一
九
四
０
年
（
昭
和
十
六
年
）
、
日
本
が
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

を
返
上
し
て
以
来
、
二
十
四
年
ぶ
り
の
開
催
、
平
和
の
願
い

が
込
め
ら
れ
た
火
が
、
聖
地
ギ
リ
シ
ャ
・
オ
リ
ン
ピ
ア
か
ら

日
本
へ
、
日
本
は
あ
の
忌
ま
わ
し
い
原
爆
投
下
を
受
け
、
そ

し
て
敗
戦
へ
と
永
い
年
月
が
過
ぎ
、 

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
火
は
被
爆
地
の
広
島
・ 

長
崎
を
通
り
、
全
国
各
地
を
回
り
、 

国
立
競
技
場
の
聖
火
台
に
点
火
さ
れ 

赤
々
と
燃
え
上
が
っ
た
。 

君
が
代
が
流
れ
、
天
皇
陛
下
の
開
会
宣
言
、
真
に
平
和
を
願

う
日
本
国
民
が
実
現
さ
せ
た
意
義
は
大
き
い
。
日
本
は
敗
戦

国
と
し
て
あ
る
期
間
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
参
加
が
認
め
ら
れ
ず
、

日
本
開
催
は
国
民
の
願
い
で
あ
り
、
夢
で
し
た
。 

日
本
選
手
の
活
躍
は
、
宿
敵
ソ
連
を
撃
破
し
金
メ
ダ
ル
を

獲
得
し
た
日
本
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
や
男
子
、
体
操
団
体
の

金
、
重
量
上
げ
三
宅
選
手
の
金
、
柔
道
で
の
活
躍
、
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
の
華
マ
ラ
ソ
ン
の
ア
ベ
ベ
選
手
の
二
連
覇
、
そ
し
て

円
谷
選
手
の
激
走
。 

日
本
選
手
の
活
躍
が
あ
り
、
十
五
日
間
の
日
程
を
終
え
、

閉
会
式
の
各
国
の
選
手
達
が
他
国
の
選
手
と
肩
を
組
み
、
手

を
繋
い
で
の
行
進
は
、
国
・
民
族
を
越
え
す
ば
ら
し
い
と
感

動
し
、
記
憶
に
残
る
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
し
た
。 

   

「
楽
し
み
な
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
」 

武 
恒 

雄 
 

 
 

前
回
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
頃
は
、
働
き
盛
り
遊
び
盛
り
の

真
最
中
、
無
関
心
の
ま
ま
記
憶
に
残
る
こ
と
も
な
い
。
そ
の

上
、
高
二
の
体
操
時
間
に
百
メ
ー
ト
ル
走
の
タ
イ
ム
測
定
が

あ
り
、
十
六
秒
と
結
果
が
出
て
以
後
は
、
運
動
と
は
距
離
を

置
く
こ
と
に
し
て
い
た
。
と
は
言
う
も
の
の
も
う
随
分
昔
の

こ
と
、
最
近
で
は
外
出
の
時
、
五
十
メ
ー
ト
ル
位
先
の
停
留

所
ま
で
、
次
々
と
追
い
抜
か
れ
る
の
が
口
惜
し
く
て
、
つ
い

ム
キ
に
な
り
足
を
ひ
き
ず
り
な
が
ら
座
席
の
確
保
の
た
め
に

頑
張
る
爺
さ
ん
に
な
っ
て
い
る
。 

半
世
紀
を
経
て
再
び
や
っ
て
く
る 

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
。
世
界
中
か
ら
選
り 

す
ぐ
り
の
ア
ス
リ
ー
ト
達
が
や
っ
て 

来
て
、
千
分
の
一
秒
差
を
競
い
合
っ
た
り
、 

取
っ
組
み
合
い
を
し
た
り
、
チ
ー
ム
を
組
ん
で
ボ
ー
ル
ゲ
ー

ム
を
し
た
り
の
、
熱
戦
を
繰
り
広
げ
る
だ
ろ
う
し
、
ま
た
ス

タ
ン
ド
で
は
大
応
援
団
が
国
旗
を
振
り
廻
す
声
援
の
大
合
唱

な
ど
、
華
や
か
な
様
子
が
目
に
見
え
る
よ
う
だ
。 

楽
し
み
に
な
っ
て
き
た
。 

   

「
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
不
安
」 

神 

代 

忠 

男 
 

 
 

今
回
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
つ
い
て
は
、
次
の
四
点
に

よ
り
大
変
危
惧
し
て
い
ま
す
。 

①
地
球
温
暖
化
に
よ
り
日
本
も
、
昨
夏
の
よ
う
に
、
い
や

一
年
先
は
も
っ
と
も
っ
と
熱
く
な
る
と
思
わ
れ
、
選
手
見
物

者
に
多
く
の
熱
中
症
を
出
す
の
で
は
、
と
心
配
で
す
。
昔
の

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
よ
う
に
気
候
の 

良
い
時
期
に
行
う
べ
き
で
す
。 

②
右
の
件
は
、
ア
メ
リ
カ
等
の
テ
レ
ビ 

放
映
の
た
め
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
全
て 

ロ
ス
五
輪
以
来
の
商
業
主
義
に
よ
り
、 

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
自
体
が
毒
さ
れ
て
い
ま
す
。 

③
そ
も
そ
も
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
、
ア
テ
ネ
以
来
、
ア
マ
チ

ュ
ア
の
祭
典
の
筈
だ
っ
た
の
に
、
今
は
プ
ロ
と
し
て
報
酬
を

得
て
生
活
し
て
い
る
ア
ス
リ
ー
ト
を
入
れ
て
い
る
、
こ
れ
は

当
初
の
目
的
か
ら
は
ず
れ
て
い
ま
す
。 

④
最
近
目
立
つ
よ
う
に
、
ア
ス
リ
ー
ト
自
体
は
清
く
正
し

い
若
者
が
殆
ど
、
そ
れ
が
○
○
協
会
と
い
う
ス
ポ
ー
ツ
団
体

に
な
る
と
、
利
権
の
巣
窟
と
な
る
事
が
多
い
。 

前
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
時
、
当
時
の
事
務
総
長
田
畑
政
治

氏
と
の
縁
で
、
末
端
で
少
し
関
係
し
た
私
は
、
そ
の
時
も
ス

ポ
ー
ツ
界
の
利
権
構
造
の
若
干
を
目
に
し
た
記
憶
が
あ
る
け

れ
ど
、
田
端
氏
の
清
廉
、
重
厚
な
人
柄
に
よ
り
、
余
り
表
面

に
は
出
ず
、
先
ず
先
ず
戦
後
の
日
本
の
復
興
に
大
い
に
貢
献

し
ま
し
た
。 

併
し
、
今
回
は
当
初
よ
り
問
題
が
多
く
今
の
日
本
及
び
東

京
に
良
い
結
果
を
期
待
し
得
な
い
ば
か
り
か
、
何
か
悪
い
事

件
等
の
興
る
心
配
は
、
果
た
し
て
私
だ
け
の
も
の
か
な
と
思

う
の
で
す
。
無
事
に
終
わ
る
事
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。 

   

「
一
九
六
四
年
」 

宇 

和 

島 

常 

子 

 
 

「
一
九
六
四
年
」
こ
の
一
年
は
、
我
人
生
に
お
い
て
最
も

忘
れ
ら
れ
な
い
一
年
と
な
り
ま
し
た
。
○
十
一
月
の
結
婚 

○
十
月
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク 

○
十
月
新
幹
線
開
通 

し
か

も
全
て
こ
の
秋
十
月
～
十
一
月
で
す
。 

子
供
の
頃
か
ら
、
両
親
か
ら
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
六
十
年
に

一
度
巡
っ
て
来
る
、
出
会
え
れ
ば
幸
運
だ
と
教
え
ら
れ
て
来

た
が
、
我
人
生
、
結
婚
と
同
じ
年
に 

迎
え
ら
れ
る
幸
せ
を
か
み
し
め 

ま
し
た
。 

 

十
年
間
勤
め
た
会
社
を
寿
退
社
し
、 

そ
の
お
祝
い
に
と
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク 

開
会
式
の
入
場
券
を
会
社
よ
り
い 

た
だ
き
ま
し
た
。
各
国
選
手
が
入
場
す
る
ア
ー
チ
の
真
上
で

す
！
坂
井
選
手
が
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
聖
火
を
掲
げ
入
場
し
て
来

た
時
の
歓
声
た
る
や
す
ご
い
も
の
で
鳥
肌
が
た
ち
ま
し
た
。

こ
こ
に
居
ら
れ
る
幸
せ
を
感
じ
た
も
の
で
し
た
。 

と
こ
ろ
が
私
は
来
月
に
控
え
た
結
婚
式
の
事
で
頭
が
い

っ
ぱ
い
、
本
当
の
と
こ
ろ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ど
こ
ろ
で
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
・
・
・
が
人
生
は
じ
め
て
の
自
国
開
催
の
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
、
大
松
監
督
に
よ
る
女
子
バ
レ
ー
の
活
躍
、
男

子
マ
ラ
ソ
ン
で
エ
チ
オ
ピ
ア
代
表
ア
ベ
ベ
選
手
の
優
勝
、
二

位
で
ス
タ
ン
ド
に
帰
っ
て
来
た
円
谷
選
手
へ
の
大
歓
声
、
第

三
コ
ー
ナ
ー
で
三
位
イ
ギ
リ
ス
選
手
に
抜
か
れ
銅
メ
ダ
ル
・

・
・
も
世
界
で
三
位
で
す
。
素
晴
ら
し
い
！
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

に
酔
い
し
れ
た
一
ヶ
月
で
し
た
。 

 
 

 

十
一
月
二
日
結
婚
、
十
月
開
通
し
た
新
幹
線
で
、
皆
に
見

送
ら
れ
東
京
駅
を
出
発
し
た
あ
れ
か
ら
五
十
四
年
、
主
人
共

々
、
健
康
で
八
十
代
を
驀
進
中
。
そ
し
て
二
○
二
○
年
に
再

び
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
迎
え
ら
れ
る
幸
せ
。 

大
事
に
大
事
に
人
生
を
生
き
た
い
。 

  

ば
る
ー
ん
の
『
語
り
部
』
っ
て
な
あ
に
？ 

平
成
十
三
年
「
生
涯
学
習
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座
」
事
業
と
し

て
、
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
内
桜
田
小
学
校
記
念
室
に
、
新
橋
界
隈

を
中
心
と
し
た
区
民
の
方
々
が
集
ま
り
「
昔
の
港
区
」
の
学
習
会

を
行
っ
て
い
ま
す
。 

平
成
十
五
年
度
か
ら
は
、
ま
た
小
学
校
の
学
習
支
援
活
動
と
し

て
、
語
り
部
の
メ
ン
バ
ー
が
小
学
校
に
出
向
き
、
子
ど
も
た
ち
に

い
ろ
い
ろ
な
昔
の
話
を
し
て
い
ま
す
。 

 

地
域
の
歴
史
や
暮
ら
し
、
ま
た
戦
争
の
貴
重
な
体
験
な
ど
、
過

去
を
風
化
さ
せ
ず
に
未
来
へ
語
り
継
ぐ
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
考

え
て
い
る
か
ら
で
す
。 

ぜ
ひ
、
興
味
の
あ
る
方
は
、
ば
る
ー
ん

「
語
り
部
」
担
当
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 
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